
綾波の
行
方萌えぎの

エレン

はなごよみ終劇

内容見本





1

月曜日。
2021 年 3月 8日に公開された映画『シン・エヴァンゲリオン』を見た。

面白かった。
ああ、今、自分はエヴァンゲリオンを見ているんだなあと感じながら見ていた。

これまでのエヴァンゲリオンの要素をもれなく詰め込んだ、
最高の出来映えだ。

鑑賞した直後、それ以上の言葉がなかった。

　凝った構図と作画。
なんだかよく分からない巨大なものがぶつかり合う快感。

聞いたことのない破壊音。艦隊戦。
意味不明な専門用語について劇中で説明が無いこと。

この映画、通称シン・エヴァは、圧倒されるだけの映画だ。

　だけどぼくは、その後、綾波レイについて何も言わなかった。
あんなに好きだったのに、ぼくは沈黙してしまった。
それがどうしてなのか、考えもしなかった。
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エヴァンゲリオンとは
　ウェブで検索すれば分かることだけど、一応、これまでのエヴァンゲリオンについて記
しておきます。
　1995 年にテレビ東京で放送された『新世紀エヴァンゲリオン』とはロボットアニメだ。
ロボットアニメとはアニメの人気ジャンルのひとつで、主人公が巨大な戦闘用ロボットに
乗り、敵と戦うというもの。監督の庵野秀明はウルトラマンが好きだったらしく、一言で
言えばウルトラマンのようなロボットアニメだ。どこからともなく現れる謎の敵から人類
を守るべく作られた、人型の巨大ロボット。それがエヴァンゲリオン。このロボットを操
縦するのは、主人公の碇シンジ、綾波レイ、惣流・アスカ・ラングレーの 3名で、全員が
14歳の若者だ。2000 年に世界規模の災害が起こり、人類の半数が滅んで、生態系は破壊
された。その災害を調査していた組織が、後に特務機関ネルフと呼ばれる武装集団となる。
ネルフの最高責任者である碇ゲンドウは、シンジの父親。2000年の災害と関連すると考え
られる正体不明の怪物が出現し人類を脅かす存在となるなかで、ネルフは人型の決戦兵器
「人造人間エヴァンゲリオン」を開発。2015 年、シンジはゲンドウに呼び出されてエヴァ
ンゲリオンに乗り、使徒と呼ばれる正体不明の怪物と戦えと命ぜられる。物語はそこから
始まる。
　この作品は色々と変わったところがあって、ただのロボットアニメでは無かった。エヴ
ァンゲリオンは14歳の少年少女にしか動かすことが出来ない。そして、よくわからない理
由によって動作が不安定なロボットだ。制御不能になり暴走することも珍しく無い。しか
し、そのような危険極まりないロボットであるエヴァンゲリオンを使って戦わなければ使
徒によって人類は滅ぼされる。敵はなぜか使徒と呼ばれるけれど誰がそう名付けたのかは
不明だ。そして、ここからが問題なのだが、全ての使徒を倒した後に（使徒の数は限られ
ている）エヴァンゲリオンというロボットを使って人類補完計画が発動されるらしい。し
かも、ゼーレと呼ばれる謎の団体から、ネルフの指揮とその計画の遂行を命じられている
ゲンドウは、実は人類補完計画を乗っ取り、何か別のことを行おうと暗躍している。主人
公のシンジたちは、そのようなことも知らずに、幾多の戦いで精神的に疲弊していく。人
類補完計画が本当に平和をもたらすのか。ゲンドウの目的は何なのか。そもそも、暴走を
繰り返すエヴァンゲリオンとは「何者」なのか。作品は多くの謎に包まれている。シンジ
にとって母親のような存在になるのかもしれない綾波レイ。戦闘でプライドを引き裂かれ
たアスカ。それらも、物語の要である人類補完計画と密接に関わってくる。エヴァンゲリ
オンを操縦する少年、主人公の碇シンジは深いトラウマを抱えた人物だ。そして、彼の救
済と、エヴァの登場人物の未来を占う人類補完計画がどうなるのかは、シンジの最終的な
判断に委ねられる。
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　ところが、最終回の直前、物語は唐突に、ロボットでの戦闘を描くのをやめてしまう。あ
る架空の場所に主人公たち主要人物は集められ、彼らは自己啓発セミナーを受けて、物語
は終わった。ほとんどの謎の解明は放棄された。そして、本来の最終回を描くべくテレビ
放送後に製作された劇場版『新世紀エヴァンゲリオン劇場版 Air/ まごころを、君に』（英
題『The End of Evangelion』通称 EOE）でも、彼が、そして人類が救われたかどうかは、
はっきりとは描かれず、見る者によって解釈が異なるラストとなった。
　作画や演出は非常に素晴らしいものだったが、スケジュールや予算などの理由により作
画が「動かない」回も少なく無かった。しかし、「動かない」ことを逆手に取った効果的な
演出がなされた。庵野は、それをコストパフォーマンスを上げる手法、情報のコントロー
ルと呼んでいた。
　ここまでの説明では、見たことのない者にとって意味不明かもしれない。しかし、実際
に見ても「分からない」ことが多い。とにかく「分からない」作品で、良く言えば、視聴
者の想像力にまかせる、悪く言えば、親切ではない作品。しかし、それゆえに視聴者はそ
の謎について延々と「語る」ことに、とりつかれた。ぼく自身もそうだった。
　そして、この作品は庵野が立ち上げたアニメスタジオが作る映画、新劇場版シリーズと
して、一から作り直されることになった。大まかなストーリーは同じだが、より分かりや
すいものを目指した。実際には細かな変更点が多々あり、同時に、これまでネガティブに
描かれた描写がポジティブに変換されていた。最初のテレビシリーズを作ったスタッフの
多くが関わり、最新のアニメ技術を用いて、当世風に作り直す。続編ではなく「繰り返し
の物語」（庵野の所信表明文より）であり、分かりやすく言えば、童話のような古典名作の
現代版アップデートのようなものだろう。
　2007 年に 1作目の『ヱヴァンゲリヲン新劇場版：序』が公開。2009 年に『ヱヴァンゲ
リヲン新劇場版：破』が公開。そして、2012 年に公開された 3作目の『ヱヴァンゲリヲ
ン新劇場版：Ｑ』が最大の問題作とされた。この新劇場版シリーズのラストがシン・エヴ
ァこと『シン・エヴァンゲリオン』だ。
　テレビシリーズの終盤となる 24 話、碇シンジと渚カヲルのエピソードを作り直した。
『Ｑ』の内容を簡単に説明すると、そういうことである。しかし、今回の『Ｑ』において、
シンジを取り巻く世界は、驚くほど変わり果ててしまった。前作の『破』で、エヴァン
ゲリオン初号機で使徒の内部から綾波レイを救い出したはずのシンジは、初号機のなかに
閉じ込められ、目覚めたときには 14年が経過していた。綾波を救い出すシンジの行為は、
セカンドインパクトと同等のサードインパクトと呼ばれる地球規模の大災害を発生させた。
シンジは、かつての仲間から犯罪者扱いされる。なぜこうなったのか。どうして 14年も
経過しているのか。その説明は、シンジにも、観客にも、なされない。誰もが想像出来な
かった世界。観客は、何も知らないシンジとともに、過去に起こった事件を知ることにな
る。いきなり 14年後の世界に現れたシンジは、なぜか 14歳のままである。そして、自分
が眠っている間の世界に何が起こったのかを、全く知らない。身に覚えのないまま囚人の
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ような扱いを受けることに、大いに困惑する。碇ゲンドウと冬月コウゾウを除く旧ネルフ
のメンバー、葛城ミサトや赤木リツコたち、そして式波・アスカ・ラングレーや真希波・
マリ・イラストリアスは、打倒ネルフ目的の組織、ヴィレのメンバーとなっている。アス
カやマリは、シンジと同様に肉体の成長が 14歳のまま止まっている。その不可思議な現
象をアスカは「エヴァの呪縛」と呼ぶ。
　ヴィレのメンバーの多くはサードインパクトを起こしたシンジに対し、憎悪をむき出し
にしている。旧エヴァであってもシンジがこれほどまでに非人道的に扱われることは無か
った。彼らはシンジに「何もするな、エヴァに乗ったら殺す」と脅す。また、リツコはシ
ンジに、エヴァンゲリオン初号機とのシンクロ率はゼロであり、操縦は不可能であると伝
えている。ヴィレがシンジを生き返らせたのは、残酷でしかない。眠っていた彼を、いわ
ば死刑囚として、わざわざ生き返らせたのだ。混乱するシンジの目の前に現れた謎の少年、
渚カヲルは、一緒に世界を救おうとシンジに囁く。しかし、エヴァンゲリオン 13号機に
2人で乗り込んで、カヲルはシンジの目の前で爆死してしまった。
　ツイッターなど、インターネットを見る限り、3作目の『Ｑ』の内容に衝撃を受けたと
いう感想は多かったと思う。

シン･エヴァ公開
　テレビシリーズのラストとして描かれた映画、EOEでは、ネルフ対ゼーレの戦いがメイ
ンだったが、今回の新劇場版ではヴィレ対ネルフ（碇ゲンドウと冬月コウゾウ）に変わっ
ている。人造人間エヴァンゲリオンを使って発動される、禁断のプロジェクト、人類補完
計画。そして、ゲンドウが企てるその人類補完計画を阻止すべく、ヴィレが立ち向かう。
　シン・エヴァは 2021 年に公開された。大幅に遅れたのは、後で説明するNHKの番組
でも語られた、総監督の庵野秀明の不調が大きな原因だ。また、パンデミック、いわゆる
新型コロナの影響もあった。

公開初日の感想
　当時ぼくが書いたブログ、シン・エヴァを見た当日、公開初日の感想を、加筆修正して
掲載する。
　まず、ツイッターでも話題となっていたが、2時間半の上映時間は長かった（本編前の
宣伝などを含めて 3時間あった）。小便をぎりぎりまで我慢していたけど最後にスタッフ
の名前が出てきたときにぼくはトイレに立った。そして席に戻った。ちなみに、当日は朝
から飲みものをほとんど飲まずに対策したけど、普段は積極的に水分補給を行っている。
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　とにかく大迫力。音がすごい。これぞエヴァンゲリオン。そういう感じで楽しめた。最
後の最後で泣けたけれど、理由は良く分からない。結果的に大ヒット作品となったが、正
直、誰にでもおすすめできる映画ではないのが、もどかしい。面白いと感じた最大の理由
が「エヴァンゲリオンだから」では、つまり何も説明していない。だけど、これまでの新
劇場版 3作さえ見ていれば楽しめると思う。
　映画は一度だけ見て「うわー、なんだかすごいものを見た！」と圧倒されるのが良いの
だけれど、二度見れば色々と整理出来るんじゃないかとは思う。福島の映画館だと画面が
それほど大きくないから、もっと大画面で見てみたい。
　ツイッターを眺めていた。「これで本当に終わった」「ちゃんと終わらせた」などが称賛す
る感想として多かった。エヴァンゲリオンは最初の映画、EOEで終わったはずだった。作
り直して良くなる保証はない。古くからのファンのブログでは、EOEと本作を比べて、こ
こが甘いなどの記述も見られた。だけどぼくは、絶望を浴びせる目的だった EOEではな
い本作を楽しめた。
　「我々は何を見せられているんだろう？」と感じたシーンはあった。
　シンジ達が訪れたその村。それは農村だった。その村での人々の暮らしが丁寧に描かれ
ていて、宮崎駿のアニメ映画、そして『この世界の片隅に』を思い出した。エヴァンゲリ
オンという作品でそのような日常生活の描写はこれまでなかった。それでも、面白かった。
エヴァンゲリオンはものすごいアクション（作画と音）と、謎の部分、「なにこれどうなっ
てんの？」「わけ分かんない！」が醍醐味だと思うのだけれど、村の描写は、庵野秀明はこ
んなことも描きたかったんだと思えて、それも意外で、良かった。
　共通点は全くないけと、NHKのテレビドラマ『あまちゃん』に似た感動があったような
気がする。大雑把に言えば EOEの作り直しだけど、絶望を感じなかったのは、そういう
ことではなかったかと思う。見返したら違うかもしれない。合っているのはラストの駅の
ホームだけだったのかもしれない。
　しかし、その、「こんなことも描きたかった」村の生活は、別レイが死んでしまうための
お膳立てだった。『Q』から登場した「アヤナミレイ（仮称）」とは綾波レイにそっくりだ
けど別の人物で、スタッフからは別レイと呼ばれていた。彼女の声を担当した声優の林原
めぐみも劇場パンフレットでそう発言していたし、NHKの番組で見られたアフレコ風景で
も、その記述が確認出来た。彼女はテレビシリーズでの綾波レイの 3人目に相当するキャ
ラクターだ。
　シンジがやったこと、『破』で助け出されたことを、別レイは覚えていない。そんな彼女
が村の生活や農作業で人間らしさを獲得しようとしていた。そして、シンジの力になりた
いと願う。ところが、元々人間ではない彼女は「私はネルフでしか生きられない」と言い
残して、突然、死んでしまった。本作は、ものすごく簡単に言えば、シンジが再びエヴァ
ンゲリオンに乗るまでの話。前半で彼女が死んだことが、そのきっかけだったのかもしれ
なかった。
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　クライマックス。シンジとゲンドウが対決。ゲンドウは既に人間ではなかった。そして、
話が長くて驚いた。寡黙なところが格好良かったゲンドウが、これまでの生い立ちや不平
不満を吐露し続けた。テレビの最終回や EOEの書き直しとして、ゲンドウがシンジの代
わりとなったのは意外だったが、最後の最後でとうとうゲンドウにその番がまわってきた
のかと感じた。
　ラストでシンジとマリが登場。どうしてぼくがこのラストシーンで泣けたのかは、正直、
良く分からない。
　とりあえず、ぼくが面白いと感じた点は、ここまで。

映画のあらすじ
　では改めて、シン・エヴァの見所を書いてみます。
　冒頭、赤く汚染されたパリを復旧すべくヴィレが戦う。敵はネルフが送り込んだ新型エ
ヴァンゲリオンの群体だ。マリの操縦するエヴァンゲリオン、そして赤木リツコ以下ヴィ
レのハッカーチームによるサイバー戦。新劇場版『序』と『破』のクライマックスと同等
のインパクトがある、迫力の戦闘シーンだ。ここで勝ち取ったのはパリの街並とヴィレが
戦闘用に所持している 2体のエヴァンゲリオンの修理や改装に必要なパーツだ。
　そして舞台は、とある村に移る。ヴィレが作戦開始するまで戦闘は無く、絵に描いたよ
うな農村での生活が描かれる。その村は地球上に残された数々のコミュニティのひとつで
あり、大人になった相田ケンスケや鈴原トウジ、そしてトウジと結婚した鈴原ヒカリが生
活している。
　ケンスケに拾われたシンジ、アスカ、別レイの 3人がそこで暮らす。シンジはショック
で口も聞けない状態で、まともな状態では無い。シンジを心配するアスカはこれまで通り
口汚くシンジに言葉をぶつける。そして別レイは村での生活で、これまで知らなかった人
間社会での常識のようなものを教えてもらい、徐々に人間らしさを獲得していく。シンジ
は、言葉を話すまでに回復して、何かを悟ったように見えた。しかし別レイが目の前で死
んでしまい、彼女の死後、シンジは再びヴィレに戻ることを決める。そして、ヴィレの決
戦の準備が始まった。敵となる、ゲンドウと冬月しかいないネルフ本部は宙に浮かんでい
る。ゲンドウの切り札となるエヴァンゲリオン 13号機はまだ起動していない。ここまで
が前半で約 1時間。
　後半戦はヴィレの戦艦ヴンダーの出撃から始まる。圧倒的な緊張感で、いよいよ始まっ
たなと感じさせる。基本的にヴィレはシンジの能力を必要として無く、彼を隔離し、戦闘
に挑む。ヴィレの進撃が迫力満点で、かつての映像作品のBGMが流れ高揚感が高まる。庵
野秀明が作った『ふしぎの海のナディア』ラストでの戦闘のような高いテンションで、艦
長の葛城ミサトの気迫に圧倒される。
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　マリとアスカのエヴァンゲリオン2機が出撃。この2人はとにかく強い。相手はネルフ
が繰り出す無数のエヴァンゲリオンで、それらはエヴァンゲリオン初号機の面影こそあれ、
マリやアスカの敵では無かった。エヴァンゲリオン 13号機を破壊すべく、アスカが、か
つての使徒の力を使うのだが、それが仇となりアスカは死亡。エヴァンゲリオン 13号機
が無人のまま起動してしまう。
　ネルフの攻撃にやられた戦艦ヴンダー。ミサトたちの前に、単身、ゲンドウが現れる。こ
こで、ゲンドウが人では無くなっていることが分かる。ゲンドウがエヴァンゲリオン13号
機に乗り込む。
　自分としての見所は多分ここまで。以下はラストまでの流れ。
　隔離されているはずのシンジがゲンドウの出現と同時に登場して、彼を良く思わないヴ
ィレのクルーと一悶着あったが、ミサトの判断もあり、いよいよシンジがエヴァンゲリオ
ン初号機に乗ることを決意。ヴィレには手出しの出来ない裏宇宙にて、エヴァンゲリオン
初号機と 13号機の戦い。シンジは父と戦うが勝てず、これまでにも見られた、架空の、電
車の中での会話に入る。
　ミサトは、切り札となる新たな槍をシンジに届けるべく、戦艦ヴンダーで特攻。ミサト
以外のヴィレのメンバーは直前に脱出した。
　シンジとゲンドウの邂逅。もはやロボット同士の戦いでは無くなった。結局は話し合いで
決着した。その後、シンジが、綾波レイやアスカの魂を救済する。最後に、シンジが全て
のエヴァンゲリオンにとどめを刺す。これで、エヴァンゲリオンは終わった。その後、声
変わりしたシンジはマリと再会して、物語は終了した。

碇ゲンドウの吐露が意外
　碇シンジがエヴァンゲリオン初号機に乗る。そこまでのお膳立てが長かった。初号機に
乗って父と戦ったが、結局は話し合いで決着した。父と話がしたかったシンジ。そこで聞
かされたのは、父の意外な一面だった。
　父、ゲンドウは、死んでしまった妻、ユイと再会したかった。そこは共感出来る。死人
を生きかえらせることは無理だけど、エヴァンゲリオン開発が死因だったので、エヴァン
ゲリオンの、神殺しの力で、なんとかなるだろう。ゲンドウがそう願っていて、そのため
にシンジほか登場人物が酷い目にあう。それは、これまでのエヴァンゲリオンでもそうだ
った。しかし、今回、本当にエヴァンゲリオンを終わらせるために、選ばれたのはゲンド
ウの独り語りだった。しかも、思いの外、長い吐露だった。
　目的遂行のためなら何でもやる、冷酷非道な男が、実はとても弱くて情けない奴だった。
そういうことはこれまでに想像は出来た。ファンが想像する特権だった。前回のEOEでは、
ゲンドウは割とあっさりと死んでしまった。しかし今回は、弱くて情けない自分を、ゲン
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ドウ自身に延々と語らせてしまった。子供の頃から世間が嫌だったゲンドウは、シンジそ
っくりだった。だけどユイと出会って自分は変われるかもしれないと感じた。その、かけ
がえのない人を失って、どうしようもなくなってしまった。ユイがいなければ駄目なんだ
と。
　そういう話を延々と聞かされた。情けない、もういい、やめてくれと思いながらぼくは
スクリーンを見て、彼の話を聞いていた。

NHKプロフェッショナル庵野秀明
　2021 年 3月 22 日に放送されたNHK総合『プロフェッショナル仕事の流儀 庵野秀明ス
ペシャル』について。
　アニメファンにとって、庵野が変人で天才的だということは知られていたことではあっ
たが、改めて、しかもテレビ番組で、そのさまを見せられた。庵野の師匠である宮崎駿も
取材に答えていた。
　NHKの人気番組だが、今回、4年に渡る密着取材だったというこの回は異例づくしだ。
まず、取材対象である庵野が、自分を撮影してもしょうがないと何度もつぶやく。番組の
取材姿勢について庵野がいわゆる「だめ出し」を行う。自分ばかりを映しても番組は面白
くならない。せっかく取材してもらえるんだし、どうせやるなら面白い番組にして欲しい。
困っているスタッフを映してくれと庵野は言う。
　シン・エヴァの劇場パンフレットでのスタッフインタビューでも語られていた、画期的
なプリヴィズ作成など、そして、それら新たな試みの困難さを番組は追った。とにかく、
今回のシン・エヴァでは、これまでの当たり前のアニメ作りから脱却したい庵野と、彼に
振り回される監督クラスのスタッフ以下、声優を含む多くのクリエイターが取材されてい
た。アニメ業界でレイアウトと呼ばれる構図、アングルについて庵野は、これまで通りに
作っても、これまで通りにしかならないので退屈だと感じていて、面白いアングルを探す
べく、プリヴィズと呼ばれる 3Dコンピューターグラフィック（CGI）の動画コンテを試
みた。また、作画する前に役者に芝居をさせて、ここでも庵野は、絵描きが思いつかない
ような面白いアングルを探していた。シンジたちが暮らす村のジオラマをわざわざ作らせ
たのも、面白いアングルのためだった。
　偶然に面白い画が描けたということが、アニメでは起こらない。なぜなら、アニメータ
ーは、あらかじめ画コンテで決められたものしか描けないからだ。今回、庵野がこだわっ
たのは、その偶然を発見することだった。
　今回のシン・エヴァ制作に入る前、庵野が精神的に苦しくなって何年も現場を離れてし
まったことにも、番組は言及した。そこには、庵野の妻、安野モヨコの姿もあった。とに
かく、多くの困難があり、また、スタッフに難題を押し付け、色々あってシン・エヴァは
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完成した。
　この番組は、劇場パンフレットでスタッフが答えていたインタビューの内容の裏付けで
もあった。そういうことだったのかと分かった。とても面白い番組だった。
　アニメファン以外の多くの視聴者が見ていた。明石家さんまがこの番組を見て驚いてい
たようだが、彼がラジオで話していた、その内容は忘れてしまった。

賢者のブログ
　終わったんだからいいんじゃない？
　悪いけど、ぼくはここから乱暴な物言いをする。
　ぼくが見たシン・エヴァの感想を、何とか文章に仕立てた。そして、やたら時間がかか
ったのは、他の人が書いた感想に引きずられてしまったからだった。
　これから書くことは、特定の人物を指さない。ツイッターで回ってきたリツイートで見
かけたものを含めて、そういうことが誰かのブログに書いてある。ぼくが不思議に感じる
主張がどこかに書かれている。その程度の話だ。
　シン・エヴァを絶賛する者は多い。一方で、絶賛とは言い難いブログは、どちらかと言
えばネガティブな物言い。ぼくはどうしても、ネガティブに引き寄せられてしまった。そ
れらは、書き手の解釈が面白いものばかりだ。彼らのブログは高い文章力で書かれていて、
多くの人達に読まれていた。ぼくには、あんな文章は書けない。
　彼らは、シン・エヴァで（いつまでも終わらないだろうと考えていた）エヴァンゲリオ
ンがやっと終わったこと、それ自体は良かったこととしているが、前のエヴァンゲリオン、
テレビシリーズと EOEと比べてシン・エヴァのここが安っぽい、退屈だ、などと書いて
いる。彼ら、エヴァンゲリオンの古くからのファンであり、ブログの書き手として定評の
ある、ぼくが言う通称エヴァ有識者は「でもまあ終わったんだからいいんじゃない？」と
いった態度だ。エヴァ有識者は、完結したことはともかく、以前のほうが良かった、表現
として優れていたと書いている。そして、総監督の庵野秀明はとにかく終わらせたかった
ので、折り合いをつけて適当にやっつけた、または、庵野は安野モヨコと結婚して幸せに
なったので精神病のような描写をしなくなったのでつまらなくなった。そのような見解が
見られた。
　シン・エヴァで「救われた！」という感想を書いている人達について、それは変だとエ
ヴァ有識者は言う。「救われたんだからいいだろう、別に」とぼくは感じた。
　どうしても比べられてしまう。
　ぼくが感じた、感動は、安っぽいものだったのか？
　引きずられるとは、そういうことだった。ぼくが劇場で見た感動がまずあって、そして、
他の人が書いた感想があり、ぼくの頭の中でそれらが戦っている。ぼくは涙ぐんでいたは
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ずなのに、映画の感動は次第に揺らいでいく。
　ある歌手が、ヒットしたデビュー当時の曲をセルフカバー（再びレコーディングして発
売）することがある。しかし、多くの人達は、当時の曲、最初のバージョンを支持する。テ
クニックは向上した。けれど、ファーストインプレッションの重要さこそが全てだと感じ
てしまう。
　一部の例外を除いて、作り直して印象が良くなることは、あまり無い。他の作品やジャ
ンルでもそうだ。
　元々のエヴァンゲリオン、テレビシリーズと EOE。ぼくにとって、特に EOEは気持ち悪
いものだった。そういうふうに作られていた。当時、それが求められていたのだろう。そ
うとしか言えない。元々のエヴァンゲリオンとは、そういうものだった。作り直したから
といって良くなるということは無い。それが大前提として、まずある。だから、EOEのほ
うが良かったという感想が出てくるのは当然のことだ。
　やっぱエヴァに乗って戦っているアスカはかっこいい。そうじゃなければ、ぼくにとっ
てはパワハラだけの女でしかない。
　エヴァ有識者にはアスカ支持者が多い。なぜかアスカばかりがもてはやされる。ぼくは、
かつてのアスカと比べて新劇場版の式波アスカは台詞が雑になり、その台詞で単に説明す
るだけの役に成り下がって、残念だと感じている。彼らはアスカ信奉者だからあまりそう
いうことは書かなかったんじゃないかな。
　マリは新劇場版から登場した新キャラクターで、アスカの相棒として役に立ったけど、ぼ
くはなぜ彼女が出てきたのかと不思議に感じていた。エヴァ有識者の解釈で、マリは安野
モヨコだって言ってる人が多いんだけど、悪いけど、ぼくは、そこに全然興味が無い。モ
ヨコであろうがなかろうが、どうでもいい。
　彼ら信奉者だけではなく、多くのブログが、前のエヴァンゲリオンについて、こうだっ
たから良かったと書いている。語る、語られることこそがエヴァンゲリオンという社会現
象だった。だったらぼくがシン・エヴァを見て感じた「エヴァンゲリオンだから面白かっ
た」という、そのエヴァンゲリオンとは、何だったのか？
　彼らのブログを読んで、ぼくはそんなことばかり考えていた。ぼくは涙ぐんでいたはず
だ。感動した。嘘じゃない。そして、アスカを熱く語るブログが目立つなかで、シン・エ
ヴァの、そして最近のエヴァンゲリオンでの綾波レイについて書かれたブログを、ぼくは
知らない。ここにはいない、多くのアヤナミストは、どこへ行ってしまったんだろう？

綾波レイが好き
　シン・エヴァは、これがエヴァンゲリオンの総決算だと感じた。ただし、一本の映画と
しては、雑な印象は拭えない。後にNHKの番組でも語られたが、困難に次ぐ困難の末に、
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なんとか仕立て上げ、やっと完成した。良く言えば、苦労が見えたと言い換えられるだろ
うが、二本分の映画を無理やり一本にまとめた印象で、やはり長過ぎた。これ以上、エヴ
ァンゲリオンの映画を作り続けられない事情があったのかもしれない。どうしても、ここ
で完結させなければならないという、気概は感じた。
　アスカの、これまで全ての綾波レイと呼ばれる人造人間たちは最初からシンジを好きに
なるようにプログラムされているという発言。そんな、こじつけのような話は、聞きたく
なかった。綾波レイのファンとして、馬鹿にされたような気分だ。
　ラストでシンジが初号機に乗って戦うが、撮影所、書き割りのような場所での戦闘ばか
りであり、ふざけていると思った。それをまともでは無いと感じたのは、もはや初号機が
かっこよく戦うことが、この映画の見せ所では無かったと、そうぼくが感じ取ってしまっ
たからだ。
　それでも、シン・エヴァは良かったとぼくは感じている。そしてぼくは、EOEを二度と
見返したくなかった。それはなぜか？
　311 以降の福島県民としては、今さら EOEみたいなの見せられても困るからシン・エ
ヴァでちょうど良かったという感覚はあるかもしれない。関係ないかもしれない。詳しい
ところは、自身を振り返ってみても良く分からない。
　だけどぼくらは綾波レイを失った。
　その代償としての現実か？
　「私たちはみな、自分にとっての綾波レイを心にいだいており、それが手に入れば幸せに
なれると信じて追いもとめる。手に入るとそれに執着し、なくしたり奪われたりすると大
きなショックを受けかねない」
　かつてぼくは、そう主張した。
　林原めぐみがゲスト出演したNHKの衛星放送の番組で、初めて動いている綾波を見て、
それがきっかけでぼくは、当時、既にアニメファンの間でブームとなっていたテレビシリ
ーズのエヴァンゲリオンのビデオテープを都内の友人に送ってもらい、見始めた。ぼくは
彼女の虜になってしまい、だから、長い付き合いになる。
　綾波を雑に扱われては困る。ぼくはずっとそう思っていた。新劇場版の『破』で助けた
はずの綾波レイは『Q』にはいなかった。ぼくはおおいに戸惑った。その後、彼女は再登
場していただろうか？
　再び問いたい。
　綾波レイはどこへ消えた？
　それならば、文句を言う暇があるなら、他の人がアスカについて書くのなら、ぼくが綾
波について書けばいいのだ。だけど、それが出来なかった。シン・エヴァでの彼女につい
て、何も書くことが思い浮かばなかった。
　書くことが無いのは、もはやそれまでの存在と成り下がったのか。このことについてぼ
くは、もやもやした思いをずっと抱えていた。もしかしたら、書くことで残酷な現実を知
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ってしまうのではないかと、ぼくは恐れていた。
　綾波に惚れて、彼女が人類補完計画の要であると信じていた。実際にはそうじゃなかっ
たけれど、彼女に救われる自分がいた。
　ぼくのなかにいる綾波レイ。
　月光のような、怪しげな魅力。
　彼女のその姿、顔、瞳、髪の毛。
　ぼくだけが覚えている、綾波レイ。
　ぼくが知らない、長髪の女をシンジは綾波レイと呼んでいた。あれは誰だ？
　シンジが綾波レイと呼ぶ女は、ぼくが知る綾波レイとは違う人物だったのか？
　あれ？
　もしかしたら…
　そう、ぼくは気づいてしまった。ぼくにとっての綾波は、テレビシリーズの途中で死ん
でしまったんだ。ぼくはそれを忘れていたことに気づかなかった。作り直した新劇場版で
あっても、そのことは変更されていなかったということだ。
　気づかないふりをしていた。
　いや、それでも、3人目の綾波のことも、ぼくは綾波レイとして見守っていたような気
がする。シン・エヴァの別レイであっても、それは同じだったんじゃないのか？
　シン・エヴァの別レイは、綾波レイの姿かたちをした「そっくりさん」でしかない。そ
のような彼女であっても、ぼくは綾波レイとして見ていた。それはなぜだったのか？
　それはやはり、「エヴァンゲリオンに出てくる」綾波レイの姿かたちをした者が綾波レイ
だからだ。シン・エヴァで別レイが徐々に人間としての感情を獲得して、それゆえに死ん
でしまうときにその獲得した感情で今後も生きていれば幸せだったかもしれないと、惜し
いと感じていたことが、かつての綾波であった。
　綾波レイの姿かたちをした者が綾波レイだ。シン・エヴァのラストでシンジが綾波を救
済した。それは、ぼくにとって救いだったのか？
　実は、分からない。
　最後に、シンジのそばにいたのはマリだった。ぼくはなぜ、そこに感動して泣いたのか？
　それは、綾波レイなき世界で、シンジはようやく、たどりついたんだなと感じたからだ。
もうぼくは、綾波レイなき世界で暮らしているということに、ようやく気付かされたのか
も、しれなかった。
　この作品のファンで、子や孫がいてもおかしくない年齢の男であれば、恐らく、ゲンドウ
の心情に、その弱さの告白に、思い当たるところがあるだろう。ぼくもそうだったかもし
れない。だから、そんな話は聞きたくなかった。それでも、この作品の最後の最後で、こ
こまで言わせてしまったのは、本当にエヴァンゲリオンが終わるために必要だからだ。
　思い出した。ぼくは映画館でシン・エヴァを見終えて、自宅に帰って来て、もうエヴァ
の話はしないんだろうなと思った。実際にはそうじゃなかったけれど、ああこれで終わっ
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たんだなと。終わったことだから、もういいやって。これはポジティブな感情だ。これで
思い残すことは無い。そういうことだ。
　綾波レイなき世界。そうであっても。

あとがき
　あの当時のままで何十年もイメージを保持して人気者でいることを続けている綾波レイ
は、すごい。
　ぼくは、シン・エヴァのことを、ずっと忘れていた。綾波レイなき世界で生活していた。
　シン・エヴァは、庵野秀明が好む、鉄道や特撮の要素が多い映画だった。これで最後だ
からと、やりたい放題。やり切った感じが清々しいと思えた。
　「さようなら、全てのエヴァンゲリオン」
　この言葉通り、上手くやったと思う。エヴァンゲリオンは終わらないだろうとファンか
ら何度となく言われ続けていた。それを、よくぞ終わらせた。
　シンジに対して冷酷なパワハラと感じられたアスカと違って、ケンスケはまるで精神科
医のような言葉で、シンジを追い詰めない。その対称的な描写は、上手い。ここでアスカ
のパワハラが無くケンスケだけだったら、単なるいいこちゃんなアニメでしか無かったん
だろう。
　今回、この原稿を書くためにアマゾンの動画サービスと契約して、劇場で一度だけ見た
シン・エヴァを久しぶりに見た。こういう話だったのかと、思い出した。そして、何度か
見返したけど、最初に見たときの感動とは遠かった。何度も見返したけど、泣くことは無
かった。泣いたのは感動したから。それはどういうことだったのか、今は分からない。そ
して、自宅の安いテレビで見ると音がどうしようもなくチープだった。
　かつてピチカート・ファイヴの音楽には死の匂いがつきまとっていると本で読んだこと
があったんだけど、テレビシリーズのエヴァンゲリオンからも、そういう匂いを感じ取っ
ていた。あの頃のぼくは、それがたまらなく好きだった。シン・エヴァからは死の匂いは
感じられない。だけど、もう、そんなことは問題じゃなくなった。
　庵野は変わってしまった。それを嘆くようなファンがいたかもしれない。ぼくは、シ
ン・エヴァの前に作ったシン・ゴジラが面白かったから、変わるのも悪くないと考えてい
る。それ以前の庵野秀明実写作品は、どれも楽しめなかったから。
　あと、ぼくは、後からのこのこ出てきて大きな顔をしているマリに冷たいですよ。アス
カもマリも魅力的なキャラクターとして描かれていることは、見れば分かる。だけど好き
嫌いだからしょうがない。
　ここからはハロプロファンとしての雑記です。
　ぼくの綾波レイに対する現在の心境を言い換えると、かつての安倍なつみのことを、イ
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メージ上の彼女「なっち」として、それを依代として生きていくのはもうやめよう、って。
　新劇場版でアスカが雑に描かれていたことには今でも不満があって、アスカに似てると
評判を聞いた田中れいながテレビで放送された『破』を見たと知り、そうじゃない、れい
なに似ているアスカとはテレビシリーズのアスカなんだよと言いたくなった。その気にな
れば彼女のブログにコメントも出来たんだけど、ぼくはそういうの苦手だから書かない。
　NHKのプロフェッショナルで、庵野が声優のOKテイクをなかなか出さないさまが、あ
あこれ、ハロプロの動画番組アプカミで見たレコーディングの様子だと思い出す。
　番組側は庵野に密着したいんだけど、彼は、ぼくはいいからスタッフを映せと何度も繰
り返していたのが、モーニング娘。を卒業した佐藤優樹、通称まーちゃんが、自身の卒業
公演なのに自分はいいからモーニング娘。のコンサートとして見せたい、だから定番の卒
業セレモニーもドレスもいらないって言ってたことに似ていた。つんくが作った曲が自分
に語りかけてくるという独特の感性を持つ佐藤優樹の卒業は、寂しいけれど、これでモー
ニング娘。を、ハロプロを見なくなるということは、まだ先になると思う。
　庵野と宮崎駿の関係が、まーちゃんとつんくに似てるかな？
　庵野はモヨコと出会ったことで何かを得て、まーちゃんになったんだという暴論を思い
ついたけど、それをどこかで書く予定は無い。
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https://eb.osito.jp/c99c/
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